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創刊にあたり
　　私たちのくらしは、昔に比べるととても便利になり、水道の水をいつでもどこでも必要なだ

　け使うことができます。しかしながら人口の減少や使用水量の減少に伴い、水道事業の運営は

　非常に厳しい状況となっています。皆様に安全で安心な水道水を安定してお届けし、身近にあ

　る水道について知っていただくために、水道事業の現状などをお伝えしていきます。

三浦市までの水の旅

①

　三浦市は、神奈川県内広域

　水道企業団(神奈川県、横浜市、

　川崎市、横須賀市が共同で作った団体)から水を買う権利を持って

　います。この水は主に宮ケ瀬ダムの水で、三浦市は横須賀市から

　水道水として買っています。

～皆さんの生活に必要な水道水についてご案内～

三浦の水は、

すべて相模川から

きているんだよ！

ずいぶん遠い水の

旅だなぁ～



　収益的収支とは、水道水を各家庭へ送り届けるために必要な経費とその財源です。

平成31年度予算の状況をお知らせします

○収益的収支（税込）

水道料金等
　

12.9億円

赤字額
　

1.2億円

収　入
12.9億円

　水道水を送り届けるために必要な
　費用等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14.1億円

支　出
14.1億円

○資本的収支（税込）
　資本的収支とは、水道管等の水道施設を整備、拡充していくために必要な経費とその財源です。

工事負担金等
　

3.5億円

収支不足額
　

2.3億円

収　入

経営状況
　人口及び水量等の減少に伴い、水道料金収入が減少し、平成22年
度より収益的収支の赤字決算が続き、大変厳しい経営状況です。平
成14年６月の改定を最後に水道料金は値上げをしていないことか
ら、平成31年度中には資金不足が見込まれております。
　平成31年度は、市民生活への影響を考慮し、料金改定を行わず、
一般会計からの補助金で約３千万円を補塡します。今後は、料金改
定についても検討せざるを得ない状況です。

3.5億円

施設整備借入金の元金返済額等
　

5.8億円

支　出
5.8億円

※三浦市水道のホームページでは

「みうら市の水道」カラー版を掲載しています。



　収益的収支とは、水道水を各家庭へ送り届けるために必要な経費とその財源です。

平成31年度予算の状況をお知らせします

○収益的収支（税込）

収　入
12.9億円

14.1億円

○資本的収支（税込）

2.2億円

人件費1.0億円

借入金の利息返済額1.1億円

　資本的収支とは、水道管等の水道施設を整備、拡充していくために必要な経費とその財源です。

収　入
3.5億円

負担金等

支　出
5.8億円

0.9億円
2.3億円

※収支不足額とは、減価償却費等の内部留保資金により補てんするものです。

施設を建設した
り、古いものを
新しく整備する
費用等

1.7億円

4.1億円

国等から
の借入金

収支不足額※
2.6億円

経営状況
　人口及び水量等の減少に伴い、水道料金収入が減少し、平成22年
度より収益的収支の赤字決算が続き、大変厳しい経営状況です。平
成14年６月の改定を最後に水道料金は値上げをしていないことか
ら、平成31年度中には資金不足が見込まれております。
　平成31年度は、市民生活への影響を考慮し、料金改定を行わず、
一般会計からの補助金で約３千万円を補塡します。今後は、料金改
定についても検討せざるを得ない状況です。

長期前受金
戻入等※
　1.5億円

収支差額水道料金
11.4億円

支　出

1.2億円
（赤字）

※長期前受金戻入とは、水道管の固定資産の取得の際に交付された補助金、工
事負担金等を資産の減価償却に合わせて各年度に収益として計上するもので
す。

水道水を送
り届けるた
めに必要な
費用等

横須賀市から水を買う費用 施設等の減価償却費
5.3億円 4.5億円

借入金の元金返済額

※三浦市水道のホームページでは

「みうら市の水道」カラー版を掲載しています。


